
 

     

         

 

NO.235 

２
０
２
３
年
９
月
６
日 

発
行 

日
本
共
産
党
摂
津
市
会
議
員
団 

 

☎
０
６
（
６
３
８
３
）
１
１
１
１ 

 
 

０
７
２
（
６
３
８
）
０
０
０
７ 

 
 

内
線
（
３
３
３
５
～
３
３
３
６
） 

メ
ー
ルin

fo
@

s
e
tts

u
.jc

p
-
w

e
b

.n
e
t 

月日 曜日  

9/5 水 本会議（議案説明など） 

9/6 木 
文教上下水道常任委員会 

民生常任委員会 

9/7 金 総務建設常任委員会 

9/12 火 （駅前等再開発特別委員会） 

9/21 木 議会運営委員会 

9/26 火 本会議（一般質問） 

9/27 水 本会議（一般質問・議案採決） 

9/28 木 本会議（議会三役改選） 

9/29 金 
本会議（常任委員長など改選） 

議会運営委員会 

 繰り返される事務的ミス 

ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
で
す
が
、
み
な
さ
ん
元
気
に

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
猛
烈
な
暑
さ
が
続
き
、
自
然
災

害
が
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、
喫
緊
の
課
題
と

し
て
気
候
危
機
打
開
や
防
災
対
策
、
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰

へ
の
対
策
、
子
育
て
教
育
、
市
民
生
活
に
関
わ
る
諸
問
題

な
ど
、
摂
津
の
市
議
会
で
も
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
る
声
を
し
っ
か
り
届
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
摂
津
市
の
９
月
議
会
「
第
３
回
定
例
会
」
が
９

月
５
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
初
日
の
本
会
議
に
議
案
の

説
明
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
う
ち
の
「
令
和
４
年
度
各
会

計
決
算
認
定
案
」
に
つ
い
て
は
閉
会
中
審
査
で
10
月
に

お
こ
な
わ
れ
る
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

の
事
務
執
行
の
中
身
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
議
論
し
、

問
題
点
な
ど
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
初
日
の
本
会
議
で
即
決
の
案
件
と
し
て
、「
職
員

の
事
務
的
ミ
ス
で
、
資
金
不
足
が
生
じ
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
昨
年
度
の
一
般
会
計
が
赤
字
決
算
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
件
」、
「
誤
っ
て
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
住
所
を
加
害
者

に
情
報
漏
洩
さ
せ
た
こ
と
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
件
」、

「
市
長
・
副
市
長
の
報
酬
を
３
か
月
間
２
割
減
額
す
る
条

例
案
（
１
５
０
０
万
円
市
民
税
誤
還
付
の
返
還
訴
訟
の
決

着
に
関
わ
っ
て
）」
な
ど
が
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
議
員
団
と
し
て
も
、
繰
り
返
さ
れ
る
職
員
の
ミ
ス
が

生
じ
る
大
本
を
正
し
、
市
役
所
が
市
民
に
役
立
ち
信
頼
さ

れ
る
行
政
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い

く
よ
う
に
引
き
続
き
声
を
上
げ
続
け
て
い
き
ま
す
。 

（
審
議
日
程
案
は
左
の
表
の
通
り
で
す
。） 

 第３回定例会の主な日程（仮）  

 

摂
津
市
議
会
９
月
定
例
会
が
ス
タ
ー
ト
！
（５
日
～
29
日
） 

昨
年
度
の
決
算
認
定
案
な
ど
、
17
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た 

日
本
共
産
党
市
会
速
報 

日本共産党市議団 

報告会や懇談会など各地で。 

 

 

 

 

 

 
 

7月・8月、議会の合間で議員がそれぞれの地域で市

政報告会や、団体との懇談会をおこなってきました。

また、日本共産党も参加する「摂津明るい民主府市政

をつくる会」の学習会（８月 20日）では多くの参加者

から質問や意見が出されています。寄せられた声は、

一般質問や決算審査の議論に反映させていきます。 

子どもたちの笑顔、保護者が安心できる学童保育事業に！ 

 今回提出された議案の中に、学童保育室条例の一部を改正する案が出されています。 

内容は、➊「対象年齢を４年生以上に引き上げる（来年度は鳥飼地域の四つの 

小学校区で今後段階的に条件の整った校区に拡大）」、➋「来年度から利用料を 

4,500 円⇒6,000 円（2 人目以上は 2,250 円⇒3,000 円）に引き上げる」 

というもので、諸物価高騰のこんな時期に 33％もの負担増は許せません！ 
 
また、指導員不足等の課題があるとして、民間委託の拡大（これまでの三宅柳田・鳥飼・鳥

飼東の 3 校に加え、来年度から摂津小も）を補正予算案の中に盛り込んでいます。 

５年前、学童保育室の運営を民間委託する提案が上がった際には、およそ１年遅らせて保護

者会等とじっくり議論した経緯がありますが、今回の提案は唐突でスケジュールも拙速です。

関係者の納得と合意が得られるとは到底思えません。計画の見直しを求めるものです。 

日本共産党・４人の議員団 

 

※ 開会時刻は、28・29日は午後 3時から 
その他はいずれも午前 10時からの予定。 

市民に役立ち信頼される市役所に！ 
（職員が生き生きと誇りをもって働ける職場風土はできているのか？） 


